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研究成果の概要 

 本研究では、言語に関する事前知識を利用し、高精度な音声認識システムを構築する手法の開

発に取り組んでいる。当年度は、事前学習済みの大規模汎用言語モデルから得られる言語知識

を音声認識の過程に取り入れることで、音声認識の精度を向上させることを試みた。 

 音声認識において正確なテキストを生成するには、出力単語間の依存性を捉えることが重要とな

るが、これを音声情報のみから抽出するのは容易でない。例えば、ある発話音声に対して「あめ」と

いう音を認識するだけでは不十分であり、その音が「雨」と「飴」のどちらを意図しているのかについ

ても、文脈に応じて推定する必要がある。これに対し、大規模言語モデルである BERT から得られ

る汎用的な言語知識を音声処理の過程に明示的に組み込むことで、文脈情報を効果的に扱える

音声認識手法を提案した。また、汎用言語モデルと音声認識で扱われるテキスト形式の違い（語

彙の違い、句読点の有無や大文字・小文字の区別など）を解消するための手法を検討した。様々

な言語や発話スタイル、学習データ量を用いた音声認識実験において提案手法を評価した結果、

従来手法よりも高い認識精度が得られることを確認した。 

 当該成果は、自然言語処理の主要会議である Empirical Methods in Natural Language 

Processing (EMNLP2022)の Findings、および音声処理の主要会議である IEEE International 

Conference on Acoustics, Speech and Signal Processing (ICASSP2023)に採択されている。 
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